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モモゴマグラノメイガの研究

Masaaki KAIlE: Studies of the peach pyralid moth Dichocrocis ρunctiferalis 
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I 緒 =子

百

モモゴマグラノメイカ守 Dichocrocis ρunctiferalis Gt:EXÎèE は鱗，担Llの収峨干:[に同し， 月L

位r/f .rlt としては)，11 られているが，森林容且!として今Jí~ìの ~II <モミ林にた発生し，その:~~を食与

して Hi兇に五らしめるようなととは記録にない。 jjlj -f，を桃の心fI.ít，桃の iJ叫し i11:の県詣丘し豹

紋峨， +JI:の~，(iliItι応実且-L 印!立必のliìk!.1tと芹う。そのう}-1Íîはイ心j十[， 1与1 [ì]，九州 p 朝鮮F 台湾，

1[，国 p じIJI芝， ~，去洲 l乙及ぶが，北海道ではオミだ咋1たされていない。 )JII咋杭物で今迄に '1'1)1 リj してい

るものは桃，梨， A三月L，李， l.f , {1t{也p 力[~花見~，対l，柿， 11百 '811 ， i'll't，可等の洪実，その他ゴヨウ

マツ， トウヒ p インドスギ，ヒマラヤスギ，クロマツ，モミ， トウモロコシ，アヤメ，ショウ

ブ;~rr;で必る 0

'4<'~: !.Ltiこ就いてはÆ姿fJi:虫であるにもか L わら一九明治 32 ~l斗副社 IIbL士の発夫以来多数の断

1:"1"句な;;'C，故はあるが， まとまったj(;U~:ll.がJn~い。又)JIIザ::1'，I'[物に就いても間々記』ほされp イヰザj出が

雑食作:であることは173められている。

本山がそミを )JII''，f;~することを;tL'.したのは織 l iI'，:;;土たL\; (1940) のものが恐らく 1tよ初と dit-われ

るが，大rl'li h'tに亙って森林に被"年をはたのは，栃木県)J15;fW[)fin1-g~llrJ上l手IJ'~Nh附形国有林モミベ

然林(1949~19S1) に発生したものが段初のものであろう。

:'(i::X'は 19<1 9 I， I~!:)、来本林に発生した牛ょく年!Ü につき;iI，'，j杏 fÎJf}C'!1であるが， JJ({J_:迄 l乙判明したた

裂を記し，参 Jぎに IJt: したいと，U う。

í/'Jj間在 1.1 ' ，イヰ守虫の j"j J.ëを 'J:f[わした長十本行法治JJ( f,i'Ý fﾎJ 1:光JWirÀj J 'I lfi子山市長河川党l市上及つら[tW

辺/三学教JQI ĵ[1 í .rそ--ÞYーで 1: にj楽部の立を交するものである"

日[Jち本守山 l土町fJ\)JL¥; (1920) にí{，くるとヒマラヤスギの~~を，イ:υ11、流 :l.:DI5氏(1922) に{える

と J ヤメ， ショウブの県実を p 久H山I~巾f前わ淵世向郎I{)点之l氏\; (ο19位26的) Iにこ叶{μ依f火iるとフジの侃Z爽だををど， i河可盟野f計I~常:

tに乙よるとトウごモ丘ロコシの悩髄iを，高橋奨1\; (1929) によるとトウヒ及び、クロマツを ， W，}j:-J 作次郎

l� (1932) に{公るとヒマラヤシーグー，アトラスシーノゲ，レパノンシーグー， トウヒ及びカ

ラマツ ir:， UI，j II';;H史民li，クと後 rE俊民 (1937) iこ依るとゴヨウマツ及びヒマラヤシ{グーを， '�1fjJ)jJ 

寅雄氏 (1938) にí{(るとだの突を，上)!j( 悦二， )JI1)Ei/~~~古氏 (1939) に依るとインドスギを p 織

田市士犬氏 (1940 ， 1942) に tえるとインドスギp ゴヨウマツ，クロマツ，モミ及びトウヒを，

秋I:lí;営林局管内木荘営林署排内 (1950) i乙於てはヒメコマツを，山形大学斎藤博士lこ依ると刻

鮮に於てはマツ類:どがl害するととが記載されている。

I 毛ミ林に於げる被害状況

1 被害林の林相

本丘Lによって被害の発生した林分は栃木県那須郡話時I町大手上I長崎宇馬蹄形固有林モミ天然
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林で， JR-I七本ÎIJj~~n磯駅にて下，[':し，とれよ oWî西へ徒歩で 30 分Iの地点にある。

本林の+本相は関東71'-lli} I亡遺残された il日;ーのモミ天然林で，甚だ責主なものである。その林令

は 70 ~Iミ生前後と推定され， fi'Iﾎ1'N 27 ha に及ぶものであって， 1 [lfTJ);当平均成

第 1 図被害分布図 (Distribution of inf目白d trees旦nd forest) 
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ととに大 1 1: 13 11三千'J' :11~fìJjtl\1，t I :がモミノ〈然史おrí武f!;'frì.J:也を創設し，l ， iLl-.干削ù・ 266 1，乙方えとである。

今 H までその試験が続行され，林盟Í'経営J:の参考林として林学界より nll されてきたものであ

る。然るに H仰11 20 :\1'.に壬り，戦時 Ijl大川)J;T 'JI~行場のJi~1子機隠誕地として木林 rjt火部を横断す

るが如く誘導路が作られた。 然るに格戦ILùJfjの数lけlに立る 5~裂でtäj" :~'Jコ到るととろに弾痕を交

け， )(Jt[.!::f戦争の犠ヂ1，林となったものである。

その{炎|川もなく格戦となり， p日宅地/}i]fl{が強く[Ilれまれ，イヰ林分のI1iJ辺は悉く fl14繁辿泊として

Ii日政されるようになった。

従ってiù'(かに 2ha の本，;相会林は全く孤立林分としてJlít り残されるようになったのである。

被fI引犬1JL2 

←1-.記の刈 l く環境|人l子の変化や近年強来した台風等間々のH.H条f午が本件出の生態と結びついて

II({平 11 24 年 (1949) 6 11 本林にモモゴマグラノメイガがえ発生したものと，I目、われる。

発生当初の被守状況は極めて軽微で，樹木の十附

杭!立で，その被害本数も ffかに 145 イヰに過ぎなかった。

勿論当[!与に於ては，木容虫の IE休は不IVJのま第 2 図 モモプマダヲノメイガによる被害状況

(Infestation by the peach pyralid moths) 

.~事 2 1ffi . U.プマ 7・'7/〆イ刀ニ4 る相害版，)1; L 観察fl) ，'J査を続けていたが， II({手!125 年(1950)

3)] ド 1J)本林内のモミの伐J別交条よりイ，;.r.üの幼

その後の発生経過に特に.!l(を:咋1).ミし作たので，

日立しながら ~JIIJ杢を匙めているr!q亡 6 )j下旬に

五つて本林分の一部が火事跡の](11 く金支:民赤と

なり枯れ始めたので、b る。

その被f，存状別を示すとJくの免 l くである。

|被害材積伍)
5 , 142 
己， 576
8 , /18 

1 

被害本数

1, 531 
823 

2 ，己54

支第

二~竺|
昭和 25 年 (1950) I 

昭和 26 年( 19:J 1) I 

@ 

態芳主E 

虫h史1 

休民 11~13 粍，担jの問~1~ 25 1，[;，全体黄色にして前後，坦共小黒点を撒在しp 胸腹部には各

3 佃づっ列べてノj、黒紋を附け，全休黄色なるも後遡の内方と腹部の基1fp柏々淡色，縁毛柏々友

色を呈し，体の下両は大体黄色，趨の斑紋は上町より粗大， q:~'1亡前趨の前縁と趨頂は虫色を帯

びている。

口
以
勺

2 
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桁川形にして ， 1立Ei)l当初jは乳 (1色であるが後黄色を呈しp 次いで糸1:色を帯び、る。

イヰモミ林に於ては 7 月下旬~8n上旬にかけて 10 日 |iil佼降二耳目が続けられ，い-þれも葉の五f

日'li rJ-'央部に 1 例づっ産附される。

3 幼虫

老熟幼虫の体長は 25 粍内外， ìil1部と第 1 節の硯皮板はEI:L制又は淡』;i招色である。胴部は flil'

紅色で，各自mの J1Elii.は太〈淡制色を呈し11 irJ.i印刷lに前後 2 引'，J，気1'1上級部に 1 引/，Jづっの班点

を有しp とれより 1 ~2;本の市111毛を生じている。

4 9'日 第 3 図モモコ、マダ、ラノメイガの卵，幼虫，附及び成虫

休1.と 13~15 1'[内外，長形制

色， 7T部濃色を呈しp 師化真JJに

は iì.lí. \;、灰白色の商店状物を治って

その 11' に入る。繭のタト脅Eは.rl:(主主

と 11食ifp葉片を附け，一見次黄色

の塊りの主fI <見える。

卜~}J;f ・カ!I藤両氏 (1939) によ

れば，庭木の場合は l自廷のく年よ

りも，とれが松条に耀着して美

観を抗うとのととである。I:lJ~

l刊に 3~41同の前日を);J.ることカt

11'，来る。

1 径過習性

(Egg, Larva, Pupa and Adult of peach pyralid moth) 

A 

Q 

説明良医ぬ
C 

B 

A 成虫 (Adult) x4 B 幼虫 (Larva) x 3 

C 焔 (Pupa) x3 D 卵 (Egg) x 15 

W 生態

'j 11'仰!武雄氏(1938) の 2 化f世に依ると，徳山県立農事試験場l乙於てW~の県を )IJ いて mWff した

~~lr~I~ ， 第 1 化jリjの越年幼虫は 4 n-F句に大部分明化する。その出|日J~Jは 22~24 IIII\Jで， 5)J '1' 

11Jに 1~化成虫となる。叉高橋奨氏(1930) のヒマラヤスギ\ トウヒ等に寄生したものについて

調査した最古来では， :tJt -"l~1乙寄生した場合よりも第 1 化!日Iの発蛾は初々 ì~れる。そしておíÇ 2 化期

の蛾は 7 JJTご旬より 8JJ上， rl'1lJに /:1'，現し，成虫の寿命は 30 円以上に及ぶものがあるという。

然るに筆者が 1950~1951 年の 2 凹に立し本林で観察した結果では I，F 1 回の発生で，その

経過はJくの均 l くである。 μ[Jち 6 n 20 rIの訓査では，ダffんど老熟幼虫のみであったが， 6) J 26 日

に玉り出ID化がl認められ， J1I Iこ 7JJ1111乙は 1~化が認められた。

結jG n 26 日に採集したÚlj日をシヤ戸レ{に入れて虫内 rrlljTfをした最古川では， 7}j411 22 時

頃から';j;g化が認められた。



- 76 ー 林業試験場研究報告第 60 号

之等の~;g化した成虫は 7 J:I下 fi)には対んど絡叫し，その I:\Jに産附された卯より附化した幼虫

は集肉内にWt入して力II~ギを始め，その他:民肉l刊で越冬し， ~1春 S JJ tJj より県内!竹より ínJ \,i. /1'， し

て ~1jy;I(:}部より/lft~itçを始め， 611 ド 10には削化する。

(1) 成虫

a ~;g化均l

~;g化の IJiJ#ìは 1950 "'1'-の'，iJ，'a査では 7 JJ 1 n , 1951 /'1'.の制査では 7117 FJ であった。

従って木守山の~~化の/liWìは /'1'.により多少の差異はあるが，本モミ林i乙於ては 7 J 1.卜~í ，j と三月ー

えられる。

b 成虫の発生WJJii IJ

1950 /，]'-の 1別査では，成虫の/lPJ~は 7JJ1 F1から認められ， それより発tl!Jt数は逐..:J(附加する

が， 7 }j 20n 頃より ;'J;i.放にお長少し， 711fí'1 fL lヰ 125士官4犬態となる υ

従って成虫の発生WlII IJは 20 nlilJI人j 外と:J:íf:ìJlII される。

c 成.!.hの rì :illl 1，日h

本成.!Ítは夜行性の ifî到を行い，持夜 20 時から夜l引の 4 時lJi までその l，fil!i}Jは続けられる。青

色!fR7l:;捌1t~Jを川いてjl~来状況を;y，\j杢したが叫Lでは， 雌14ftにより飛来時I:IJ を異ーにし， 24 時を

枕にして前半夜には峨の飛来数が多し後ノド夜には雄のJI~来数が多く， 2 つの山がはられる。

fi 1/'は月んど市助を f'主!とし， ド!貯水一、lÉび1ご IごJILの:院の主rMに静止しお11二には桁んど見られな

し、。

d JI~JMUJ 

fE椛なる Jl~f拐能力の訓査は実地/1 1来なかったが， 1950 /'1 三， 本林の liiJ Jn部議の外灯を巡視し

た和!.f!:'木被告:林を 11'心として約4 粁倒内まで、のf;'jí;存の夕刊了に rr.\( !:l tの飛来を認、めた。又 1951/'1'.

の刈在では， }Il:~':î 8 粁凶 I^]に於けるモミの孤"\1，:木に )JIド洋を l沼、めたりその )JII得匙IU~は主風土ilÍlJ に

向って居る人，ll(、から，風lí'JのiBf与が大であるととが祭主11 される(被4存分布図参!!日)。

(2) 卯・幼虫並び、 I z:J:1日

a Wiß/J WJ川は 7 )J '1' í'J-I守11で，そのJlJJI ilJは 7~10 fll:1J内外である。 産卵は:店の五

回j'l'日時1\ 1亡 111Mづっ産附さAL，産卵当初は乳 ['1 色であるが， 2 , 3 日すると黄色に変り三えいで

紅色となる。

d ßlJ'ç:化1リJ~l立に幼!:lt活動

1951 年の調査では 8 月中旬鮮化が認められp 府化した幼虫は:nsの中グ訪日に円子L を穿ち葉[勺

内に帯入し， rl1肋に沿って葉の先端部IC向って喰害を始める。葉除j内に出、伏中は殆んど葉肉の

色とまぎらわしぐ識別し英If'い。越年はその{長主:肉中で、行われ，翌春 3-4 )J頃より前動を開始

して樹上納税出iに~1iJい上り，漸次下降しながら H食害する。

c 陥紗j
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lÇ}叩~1951 I， I~の '1 j} 11J杢では，いやれも 6 IJTír]に川化し， ~!m則は 1 迎1i\J内外である。老熟幼

出は自IIÍ化に先立ち，位条にri!i-い繭状物を遣しその'1 1でll!jß化する。

ジ，Ij.い l荊状物の外部はH企業Jj-，虫費等を附ì7f し， 1 ~ 31[1，1位づっ一塊りとなって牧条の三叉に

好んで附加する(抗日 図版A)。

V 防除法

1 人為駆除

(1) J点山の十ilì:f止

イ，;!1\の j枢|訟には J&.!，Ü の.f!ll設も有効で、ある。成!1\の発生JtJJ を見計らって抑止l緋jで、t!ll殺するもの

である。 l!il ち hli:!l t は LI r[1極めて不j日投で， 樹上よ ì) 下降して下府木や下平の架の芸町に静 11:

し， i'!ll出制を振ると少しJI\tび百:ち又主!;:にとまるので，ナ!lì1;(は版めて特易である。

又本山の)包光，[，'[:を利川して ~[J: 色世光"方自JUJを点灯し，誘12駆除を行うととも有効である。

1950 I， I~の訓杢(了は， 1COV 40W の古色世光訪虫!:r~灯を 150 米II\HrMに点灯したととろ， 夜の

故山~iß.!lqt数 83 ， 028 51J1で JIじだ千{効で、あった。

(2) f~I，H状物の咋集駆除

195J~1S51 1， 1'. のけJ.'tl査では， 6 IJ ド'r r) I 乙 Fffんど、川化が11われた。 その削化にうし立って， :{:主条

の三叉部に好んで、五，ii- いi納状物をji!;営ずるのでヲ!J校し処J:rJIするのも有効で、ある。

IL森林に)(発生したり，的IF:iのあまり t日いものについては克位も同難である。

1，'，j' ÚIIDには守生自制iJ'fが上ヒ車交的多く寄生してし、るので，その処1'11[1こあたっては， .j来集した ~I;j状物J

を Jj~冷紗の袋I"C入れて林内にr'!\し，字b~~1三虫干~Jjの保，;正を ~.l るべきである。 ijÎj記の上うに liilJjエ葉:ぶ

に 1111，)づっ産附さ Alるものであり，幼!1tは業内内にいるので被告:木が小さいかp 小n'fj干'J'i:ずつ fl~!;j-i:

の場合はそれ等をJ弔架するのも駆除に役立つものでるる。

2 薬斉1j，r~IRltJ;

薬剤!駆除に際しては被~~J:也の地形，林1'11 ， ;J，利並びにJ散布方'11ζ手を充分二()!但して実施した。

;j(に本山の昨1'1:を利川して 1951 I， I~に実施したl汚1;主主/;月回途ら児て，比較1'1'-)有効なものにつきmr.

べるとととする。すなわちえtl.l(の Iflr現WJJに DDT 乳斉Jj (20% rl 百株式会社)を 300-2CO 1:'¥ 

に fft;釈し，圧搾生気 rl 1rfJ式噴謀総を川い， 1 人で背負って本居本や下平の:症の~2f岡に青'j>JI: して

いる峨に也接撒干jiするととは故も有効，且つ経済的である。

幼虫期に於ける薬剤駆除は，僻化当初より翌春 2 J:J頃まで、幼虫が葉肉 I十Iに入っている関係上

その効果は少い。又葉肉 1[1 より 1m い出す頃になると樹上高〈登るので， �1j ð己撒干ti機による薬剤l

J散布は困刻lである。

との他 BHC の粉剤も使用してみたがp 良好な成績を挙げ得なかった。

\1 摘要

昭和 24 I，ìミ栃木県那須郡黒磯IU]上厚I11者馬蹄形国有林モミ天然林に発生したモモゴマダラノメ
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イガの被守状況を 25 ， 26 /，rに立ってtJ，司杢し， t皮守の拡ノミ状況，守丘lの形態p 生態及ぴ防除法

を研究した。

1 本害虫がモミ林に大発生してモミを i'l[j犯せしめるに至ったのは本記録をにj、て始とする。

2 モミ林に於ける本詐取の生前史は， 越冬した幼虫は 7 )1 に ~33化し， 交尾した雌は 7 月

中，下旬にモミの五:に産卵する。府化は 8 J:1で幼虫は夏秋に食押してそのまま葉肉 I1 1で越冬す

る。明化は翌'''1'- 6 J:Iである。

3 本害虫の防除法には人為的方法外に，成.ú:U亡対しては DDT 乳剤及び、青色佳光riが，j~灯に

よる誘'f立方三長カミある。
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図版説明

Plate 1 被害モミ林(Infested fir) 
A 被害木(Infested tree) B 被害林中日の一部 (A part of infested forest) 

Plate II 被害校と薬剤防除 (Infested branch and chemical control) 
A *泊、端部の校条に翻状!fíJJを造営してその外部企業片，虫j党で保護している状態
(Larval nest adhering leaflets and excerements) 

B 成虫出現;切に於ける薬剤'，jlKl徐状況 (Controling of rnaths by chemicals) 
C 幼虫出現矧に於けーる BHC 'ji)~剤に依る駆除状況 (Col1troling of larval by BHC dusting) 

R駸um� 

Peach pyralid moth Dicochrocis ρunctiferalis GVJ{Nﾍ<;l� caused serious injur匂s
to the fir in Tochigi Prefecture in 1949, 1950, 1951 and the auther researched of 
the infestation, life history of this destructive insect and its control measures. 

1. The serious injuries of this insect to the fir has never been recoreded in 
Japan. 

2. This insect pasEes the winter as nearly full-grown larvae, which wi1l be 
found inside the leaves, and they pupate during the next June. Adult insects 
emerge during July and the females deposite their eggs on the leaves during July. 
The larvae hatching from the eggs bore into the leaves, feeding the inner tissue 
anc1 infest the leaves by mi c1fall, and remain in the leaves during the winter as 
above stated. 

3. As control measures , DDT spray and blue fluorescent light trap are most 
effective ones to the adults excepting artificial control methods. 



モミを力1[; :{するモモゴマダラノメイガのM う E (力日辺)

Plate 1 
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Plate II 


